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近
世
後
期
に
お
け
る
豪
農
商
層
の
経
済
倫
理
と
地
域
社
会
認
識
(
上
)

～
備
後
福
山
の
義
倉
設
立
と
運
営
を
め
ぐ
っ
て
～

中
　
　
山
　
　
富
　
　
広

は
じ
め
に

一
義
倉
の
成
立

～
運
営
を
め
ぐ
る
蓬
と
調
達
人
た
ち
の
掬
引
き
～

1
「
義
倉
発
箱
手
昆
」
と
河
相
周
兵
衛

2
「
教
法
日
菖
見
」
と
「
義
倉
一
件
伺
書
写
シ
」

3
　
義
倉
の
運
営
と
福
山
諾
　
　
(
以
上
、
本
号
)

二
　
義
倉
と
地
域
社
会

1
　
義
倉
貸
奴
と
地
域
社
会

2
　
義
倉
田
と
地
域
社
会

.

3
　
社
会
事
業
の
展
開

お
わ
り
に

は

じ

め

に

文
化
元
(
一
八
〇
四
)
年
、
備
後
福
山
港
の
福
山
城
下
町
に
義
倉
が

設
立
さ
れ
た
。
こ
の
福
山
の
義
倉
に
つ
い
て
は
畑
中
誠
治
氏
の
論
塙
が

(
1
)

あ
る
。
畑
中
氏
に
よ
れ
ば
、
天
明
六
二
七
八
六
)
年
か
ら
七
年
に
か

け
て
起
き
た
福
山
淳
天
明
大
一
揆
や
農
村
・
農
民
の
荒
廃
に
危
枝
盛
を

募
ら
せ
た
東
屋
層
が
「
体
制
側
と
結
び
、
救
荒
設
備
と
し
て
の
朱
子
社

倉
法
-
い
わ
ゆ
る
義
倉
-
を
企
画
し
た
」
と
さ
れ
、
そ
し
て
朱
子
学
者

た
ち
の
社
倉
に
関
す
る
論
議
が
義
倉
発
足
時
に
強
く
影
響
し
て
い
る
と

指
摘
し
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
設
立
者
た
ち
(
河
相
周
兵
衛
ら
新
興
の

豪
農
層
)
　
の
思
想
は
封
建
的
倫
理
を
基
軸
と
し
て
、
各
界
の
指
導
者
た

ち
を
育
成
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
庶
民
の
教
化
を
図
る
こ
と
に
為
っ
た
と

さ
れ
る
。
し
か
し
経
営
の
不
振
と
と
も
に
民
衆
の
朱
子
学
的
教
化
と
い

う
目
標
は
後
退
し
、
福
山
の
義
倉
は
高
利
貸
付
機
関
と
地
主
経
営
に
力

点
を
お
い
た
組
織
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
畑
中
氏
は
ま
た
義
倉

本
来
の
目
的
で
あ
っ
た
故
地
活
動
に
つ
い
て
も
そ
の
効
果
に
疑
問
を
も

ち
否
定
的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
義
倉
は
「
富
者
の
義
摘
ま
た
は
課
徴
に
よ
っ
て
穀
物
を
出
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さ
せ
、
官
府
が
こ
れ
を
管
理
し
て
便
宜
か
つ
重
要
な
と
こ
ろ
に
貯
穀
を

な
し
、
入
用
の
時
に
窮
民
に
給
与
す
る
制
度
」
と
さ
れ
、
「
富
者
の
義

捕
」
と
「
官
府
の
管
理
」
が
義
倉
の
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
な
み
に
社
倉
は
「
多
数
の
も
の
が
任
意
に
そ
れ
ぞ
れ
身
分
相
応
に
出

し
あ
っ
て
、
各
居
村
の
所
々
に
貯
穀
を
な
し
、
自
治
的
に
処
理
す
る
」

(
2
)

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
条
件
か
ら
み
る
と
広
島
藩
の
社
倉
は
社
倉

そ
の
も
の
で
あ
り
、
菅
茶
山
が
「
福
府
義
倉
」
と
命
名
し
た
福
山
の
義

倉
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
発
足
時
は
ま
さ
に
義
倉
と
よ
ば
れ
る
に
ふ
さ

わ
し
い
組
織
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
福
山
義
倉
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
義
倉
が
高
利
貸
付
機
関
と
地
主
経
営
に
力
点
を
お
い

た
組
織
で
あ
っ
た
と
い
う
畑
中
氏
の
指
摘
は
一
面
間
違
い
で
は
な
い
け

れ
ど
も
、
当
時
の
地
域
社
会
の
経
済
状
況
と
の
関
連
に
お
い
て
再
検
討

す
る
と
、
義
倉
の
新
た
な
異
な
っ
た
面
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う

(
-
)

に
思
わ
れ
る
。
.
ま
た
当
時
の
福
山
淳
の
豪
農
商
た
ち
は
そ
の
地
域
社
会

の
運
営
を
藩
か
ら
半
ば
任
さ
れ
て
お
り
、
民
意
を
汲
ん
だ
経
済
倫
理
が

彼
ら
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
当
然
な
が
ら
義
倉
の
発
起
を

発
案
し
た
河
相
周
兵
衛
ら
の
経
済
倫
理
が
義
倉
の
性
格
に
大
き
く
反
映

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
政
六
二
八
二
三
)
年
に
「
諸

国
に
社
倉
義
倉
数
々
御
座
候
え
共
、
御
国
の
如
き
は
無
類
共
他
よ
り
も

羨
み
申
し
色
と
書
の
出
資
者
た
ち
は
自
負
し
て
い
る
が
・
本
石
は

そ
の
中
味
を
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
史
斜
に
即
し
て
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

〔注〕
(
1
)
　
畑
中
誠
治
「
福
山
藩
の
義
倉
に
つ
い
て
」
(
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」

二
六
巻
三
号
、
一
九
六
六
年
)
。
明
治
以
降
の
義
倉
に
つ
い
て
は
、
豊
田
寛

三
「
福
山
r
義
合
し
と
そ
の
経
営
-
明
治
～
昭
和
初
年
に
お
け
る
-
」
(
r
広

島
大
学
教
養
部
紀
要
且
第
六
集
、
一
九
七
二
年
)
が
あ
る
。
な
お
「
福

山
市
史
」
中
巻
(
一
〇
一
七
～
一
〇
四
四
頁
、
畑
中
試
治
執
筆
、
一
九
六

八
年
)
や
「
広
島
県
史
」
近
世
2
(
九
四
七
～
九
六
人
頁
、
青
野
春
水
執

筆
、
一
九
八
四
年
)
で
も
詳
細
な
分
析
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
畑
中
論

一

文
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

(
2
)
　
「
国
史
大
辞
典
」
第
四
巷
、
「
ぎ
そ
う
義
倉
」
(
上
田
藤
十
郎
執
筆
)
。

(
3
)
　
高
利
貸
付
校
閲
と
は
い
う
も
の
の
本
当
に
高
利
で
あ
っ
た
の
か
、
長
倉

の
教
拉
活
動
は
本
当
に
効
果
は
少
な
か
っ
た
の
か
、
な
ど
の
諸
点
に
つ
い

て
基
本
的
な
事
柄
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
以
下
に
使
用
す
る
史

料
は
折
り
の
な
い
限
り
、
財
団
法
人
義
倉
所
茸
更
科
で
あ
る
。
琵
者
は
「
長

倉
二
百
年
史
」
編
さ
ん
の
過
程
で
史
料
の
阿
仁
を
許
さ
れ
、
木
精
は
そ
れ

を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
理
事
長
河
相
異
男
氏
(
現
、
会
長
)

に
は
数
々
の
封
配
臆
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
毘
訂
し
た
い
。

(
-
)
　
「
福
府
義
合
併
信
組
桟
書
」
(
「
義
金
鉉
」
一
番
)
。

一
義
倉
の
成
立
～
道
営
を
め
ぐ
る
語
と
調
達
人
た
ち
の
綱
引
き
～

-
「
義
倉
発
竃
手
続
」
と
河
相
月
兵
街

設
立
の
準
岱
　
「
義
倉
発
畠
手
芸
」
は
義
金
設
立
の
中
心
人
功
で
あ
っ

た
河
相
周
兵
衛
が
、
最
晩
年
の
天
保
二
　
(
一
八
三
二
年
二
月
に
郡
方
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帖
一
刀
事
C
渉
男
絹
淫
.
覇
彦
瑚
-
列
に
嶺
官
レ
ナ
八
.
ヌ
葦
て
凍
る
l
　
〕
蔀
桑
却
和
上
』

の
鞋
掟
を
記
し
た
も
の
は
こ
の
「
発
端
手
琵
」
以
外
に
は
な
く
、
そ
の

定
時
で
は
長
倉
史
を
語
る
う
え
で
舟
重
な
史
杵
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず

設
立
に
至
る
過
程
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。

寛
政
八
　
二
七
九
六
)
年
夏
、
琵
津
書
淀
津
村
庄
屋
石
井
武
右
衛
円

が
死
に
巨
ん
で
「
家
督
は
技
の
武
右
前
円
へ
読
り
、
有
金
は
私
(
河
相

周
兵
衛
)
　
へ
作
配
欄
頼
み
、
何
ぞ
臼
国
用
に
立
呉
れ
度
」
と
託
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
石
井
武
右
衛
円
は
寛
保
二
　
(
一
七
四
二
)
年
生
ま

れ
で
あ
り
、
石
井
家
は
武
右
衛
円
の
代
で
初
め
て
庄
屋
と
な
っ
た
家
で

あ
っ
た
。
武
右
衛
円
に
は
男
子
が
な
く
、
同
部
千
田
村
庄
屋
河
梱
周
兵

衛
の
弟
訂
を
養
子
と
し
た
　
(
「
後
の
武
右
街
門
」
)
。
そ
の
関
係
で
武
右

衛
円
は
養
嗣
子
封
の
実
兄
に
あ
た
る
周
兵
衛
に
「
有
金
」
　
の
利
用
を
依

精
し
た
の
で
あ
る
。
武
右
衛
門
は
常
々
　
「
家
督
(
田
地
)
　
は
家
の
為
め

暫
く
保
留
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
、
金
銭
は
之
を
子
孫
に
伝
う
べ
き
に

(
`
)

あ
ら
ず
」
と
の
考
え
方
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

周
兵
衛
は
そ
の
後
こ
の
委
託
金
を
「
当
用
御
口
人
に
調
達
仕
り
、
残

り
を
在
中
へ
貸
廻
し
、
別
勘
定
に
仕
り
只
枝
利
倍
」
に
殖
や
し
て
い
た

が
、
周
兵
衛
は
ロ
入
銀
調
達
が
「
御
国
用
」
に
役
立
っ
て
い
た
と
は
思

わ
ず
、
城
下
と
自
宅
の
「
毎
日
往
返
」
に
「
懐
手
の
算
考
」
を
続
け
た
。

「
発
端
手
続
」
の
冒
頭
に
、
「
先
年
広
島
御
領
分
当
国
奥
三
次
郡
向
江

田
村
和
田
孫
四
郎
と
申
す
者
、
麦
を
取
集
め
社
倉
仕
組
み
侯
」
話
し
を

聞
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
、
隣
淳
の
社
倉
や
あ
る
い
は
明
和
六

(
一
七
六
九
)
年
に
設
立
さ
れ
た
倉
敷
の
義
倉
の
噂
も
お
そ
ら
く
知
っ

7
、
し
1
ナ
㌢
伊
一
て
こ
・
引
∵
F
一
¢
創
ぷ
窄
彗
議
雲
不
を
虫
雲
や
に
ー
し
て
タ
ー
頚
を
†

l
U
・
ポ
h
=
ノ

出
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
福
山
の
義
倉

の
特
色
の
一
つ
に
田
畑
を
基
本
財
産
と
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

(
3
)

こ
れ
は
全
国
で
も
他
に
類
例
が
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
を
河
相
周
兵
衛

が
い
か
に
し
て
考
え
出
し
た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
な
ら
な

T
ユ
い
。
と
も
あ
れ
享
和
三
二
八
〇
三
)
年
夏
に
な
る
頃
に
は
、
周
兵
衛

の
頭
の
中
に
は
・
「
御
国
用
」
の
た
め
に
な
る
基
本
骨
格
が
固
ま
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
同
年
六
月
、
城
下
の
宿
屋
で
一
緒
に
な
っ
た
品
治
郡
戸
手

(
5
)

村
庄
屋
信
開
平
六
に
「
目
論
見
」
を
語
り
か
け
た
と
.
こ
ろ
、
平
六
は

「
先
ず
起
き
て
寝
衣
を
着
替
え
、
菅
を
改
め
」
、
l
「
改
め
て
今
一
応
承
り

度
申
し
好
み
侯
に
付
き
委
細
相
咄
し
侯
処
、
抱
も
妙
策
に
侯
、
拙
者
を

も
加
え
呉
れ
る
べ
き
や
」
と
賛
同
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
半
年
ほ
ど
の
記
載
は
な
い
が
、
お
そ
ら
ぺ
「
目
論
見
」
の
検

討
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
年
の
暮
れ
十
二
月
二
十
八
日
夜
、

城
下
の
周
兵
衛
の
宿
に
城
下
町
商
人
岩
田
屋
(
羽
田
)
庄
左
衛
門
が
訪

ね
て
き
た
。
周
兵
衛
は
来
年
は
藩
主
正
精
が
襲
封
後
初
め
て
帰
国
す
る

の
で
「
右
目
論
見
発
達
致
し
度
」
と
相
談
す
る
と
、
庄
左
衛
門
も
「
夫

れ
は
妙
な
る
教
法
」
と
感
心
し
た
。
庄
左
衛
門
は
「
兼
て
御
国
為
筋
」

(
6
)

に
名
を
残
し
た
い
願
望
を
持
つ
札
座
支
配
人
藤
作
方
へ
、
今
か
ら
一
緒

に
行
き
「
仲
間
へ
入
れ
」
よ
う
と
い
う
と
と
も
に
、
周
兵
衛
の
「
目
論

見
」
案
で
出
資
銀
を
大
坂
御
用
商
人
二
〇
〇
貫
目
、
地
元
が
一
〇
〇
貫

目
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
左
候
て
は
御
国
の
張
込
み
手
薄
に
存

ず
べ
く
間
、
半
持
ち
百
五
拾
貫
目
ず
つ
に
」
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な



-　4　-

い
か
と
指
摘
し
、
こ
れ
も
藤
作
に
今
か
ら
相
談
し
よ
う
と
周
兵
衛
を
促

し
た
の
で
あ
っ
た
。
周
兵
衛
は
「
何
分
夜
分
の
義
寛
々
正
月
相
談
に
致

す
べ
し
」
と
答
え
た
が
、
庄
左
衛
門
は
「
気
早
の
男
」
で
あ
っ
た
。
そ

れ
か
ら
一
人
で
藤
作
の
宿
へ
行
き
、
藤
作
を
周
兵
衛
の
宿
へ
連
れ
て
き

た
の
で
あ
っ
た
。
藤
作
は
そ
の
夜
、
周
兵
衛
か
ら
詳
し
い
説
明
を
受
け

「
大
悦
感
い
た
し
、
何
分
来
春
登
坂
致
し
呉
れ
度
、
同
道
に
て
五
軒
屋

へ
熟
談
」
し
ょ
う
と
約
束
し
た
。

翌
大
晦
日
、
庄
左
衛
門
は
家
老
並
の
三
浦
遠
江
に
周
兵
衛
の
「
H
論

見
」
を
話
す
と
、
三
浦
は
周
兵
衛
に
対
し
て
「
算
立
て
」
し
た
も
の
を

持
参
す
る
よ
う
に
庄
左
衛
門
に
伝
え
た
。
「
是
迄
は
胸
算
の
み
」
で
あ
っ

た
の
で
、
周
兵
衛
は
「
翌
正
月
元
旦
に
筆
算
仕
組
み
」
、
正
月
九
日
に

三
浦
宅
へ
持
参
し
「
内
覧
」
し
て
も
ら
っ
た
。
三
浦
が
「
如
何
運
ぶ
べ

き
哉
」
と
質
問
す
る
と
、
周
兵
衛
は
「
未
だ
仲
間
を
も
調
わ
ず
、
発
端

よ
り
探
津
村
武
右
衛
門
託
し
置
き
侯
銀
子
の
み
」
と
答
え
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。
「
去
年
来
御
入
部
に
発
達
仕
る
べ
し
」
と
決
心
し
て
い
た
周
(
7
)

兵
衛
は
、
「
心
急
ぎ
よ
り
平
六
へ
」
出
銀
を
依
頼
し
、
さ
ら
に
「
苛
屋
も

も
志
厚
さ
も
の
に
骨
き
仲
間
に
入
れ
」
る
こ
と
と
も
、
淳
へ
伺
い
を
立

て
る
こ
と
と
し
た
。

「
名
家
」
と
調
達
人
(
出
資
者
)
　
し
か
し
そ
こ
で
周
兵
衛
は
「
大
栗

の
俵
文
盲
の
私
取
組
み
侯
て
は
世
間
の
取
用
い
も
薄
か
る
べ
し
、
身
非

も
連
続
仕
り
侯
て
は
信
用
如
何
哉
」
と
、
新
興
憂
良
層
の
領
内
に
お
け

る
信
用
問
題
に
気
付
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
時
期
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
お
そ
ら
く
文
化
元
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
次
の
よ
う
な
行
動

を
起
こ
し
た
。

神
辺
料
助
義
学
門
と
申
し
近
国
名
高
く
、
尤
も
身
体
は
存
ぜ
す
侯

え
共
何
分
数
代
の
豪
家
、
且
つ
新
津
大
坂
屋
大
身
鉢
に
付
き
諸
国

も
闘
え
能
き
に
付
き
、
何
卒
少
々
加
入
致
し
、
両
人
発
起
頭
に
成

呉
れ
度
厚
く
相
頼
み
侯

へ

0

)

　

　

　

　

(

9

)

す
な
わ
ち
「
豪
家
」
・
大
身
代
の
神
辺
の
科
助
と
柄
の
大
坂
屋
に
出

資
を
頼
み
、
か
つ
「
発
起
頭
」
を
依
頼
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
城

下
の
宿
屋
探
津
屋
で
周
兵
衛
は
二
人
と
面
談
し
た
が
、
「
両
人
共
H
論
兄

を
委
細
承
り
出
銀
太
義
に
存
じ
侯
哉
、
誉
め
て
退
き
申
し
侯
」
と
断
わ

(川)

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
周
兵
衛
は
「
是
は
銀
子
不
足
し
て
誘
い
侯
に
は

御
座
無
く
、
諸
国
へ
名
園
え
居
り
使
者
を
組
入
れ
度
に
付
き
柏
咄
し
侯

事
に
御
座
侯
」
と
無
念
の
思
い
を
綴
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
福
山
で
一
五
〇
貫
目
を
調
達
す
る
H

遠
は
、
石
井
武
右
街
門
・
河
梱
周
兵
衛
・
信
田
平
六
・
苛
足
利
右
衛
円

の
四
人
で
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
芦
田
郡
府
中
市
の
未
定
屋
久
三

{
‖
一
郎
が
噂
を
閃
き
付
け
、
当
時
周
兵
衛
の
弟
で
神
宮
寺
の
住
屯
で
あ
っ
た

光
雲
を
通
じ
て
加
入
を
申
請
し
て
き
た
。
光
雲
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る

と
「
夜
半
時
分
に
円
を
拓
き
罷
り
越
し
相
頼
み
侯
は
、
此
の
度
釘
舎
兄

大
教
法
H
詰
ま
れ
挟
由
、
今
暁
承
り
肢
に
付
き
夜
中
を
侍
ら
ず
罷
り
越

し
鮫
、
宜
し
き
時
節
に
生
れ
合
い
段
と
我
が
身
な
が
ら
歓
は
し
く
、
比

の
住
千
田
へ
田
山
是
非
共
加
入
致
さ
せ
呉
れ
度
、
富
津
町
津
揖
屋
雷
右

(
1
2
-

街
円
と
兄
弟
申
し
合
せ
、
拾
五
Ⅱ
目
出
叙
致
し
度
平
頼
み
に
梱
鎖
み
侯
」

と
い
う
熱
心
さ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
熱
心
さ
に
負
け
た
周
兵
衛
ら



は
加
入
を
認
め
、
一
潔
津
の
ハ
刀
」
日
石
=
邦
武
右
衛
即
し
C
挫
砲
月
を
出
御
ら
し
て
(
1
3
)

木
鴇
屋
と
津
国
屋
の
二
軒
で
一
五
貫
目
の
出
資
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

文
化
元
年
の
前
半
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
河
相
周
兵

衛
は
同
年
八
月
五
H
、
大
坂
に
向
か
っ
た
。
す
で
に
支
配
人
藤
作
は
大

坂
で
周
兵
衛
を
持
っ
て
お
り
、
八
月
十
三
H
に
「
五
軒
屋
」
と
参
会
し

た
。
五
軒
屋
と
は
泊
庄
吉
兵
衛
・
東
屋
住
七
・
助
松
屋
与
兵
衛
・
米
屋

的
小
兵
衛
・
明
石
屋
庄
右
衛
円
の
大
坂
商
人
で
あ
り
、
福
山
藩
札
の
発
行

元
で
あ
る
。
「
五
軒
屋
参
会
、
一
席
に
て
決
談
仕
り
侯
」
と
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
五
軒
屋
も
一
五
〇
貫
H
を
出
資
す
る
こ
と
を
快
諾
し
た

の
で
あ
っ
た
。

「
役
割
」
の
意
味
　
こ
う
し
て
三
〇
〇
貫
目
の
出
資
者
(
調
達
人
)

が
決
定
し
た
。
こ
の
銀
の
運
用
に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る
こ
と
と
し

て
、
こ
こ
で
は
周
兵
衛
が
力
説
し
て
い
る
「
役
科
」
に
つ
い
て
検
討
し

て
お
こ
う
。
話
し
は
戻
る
が
、
周
兵
衛
が
神
辺
の
藤
井
科
助
に
出
資
を

依
抗
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
科
助
を
通
じ
て
周
兵
衛
は
備
中

岡
田
話
の
藩
政
を
主
導
し
て
い
た
浦
池
左
五
郎
か
ら
中
井
竹
山
「
社
倉

私
議
」
を
貸
与
さ
れ
て
い
る
。
周
兵
衛
は
「
此
の
文
中
に
朱
子
の
常
平

倉
に
役
科
付
か
ず
で
は
後
年
相
続
成
り
難
し
と
こ
れ
有
り
、
夫
れ
よ
り

御
役
科
の
義
願
い
上
げ
奉
」
る
こ
と
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
「
社

倉
私
議
」
に
は
こ
の
よ
う
な
文
章
は
な
い
が
、
あ
え
て
示
す
と
次
の
箇

-　5　-

所

(〓)

で
あ
ろ
う
か
。

一
、
社
倉
の
儀
に
付
き
諸
人
立
合
い
侯
節
、
当
日
の
食
事
或
い
は

駕
籠
人
足
等
の
諸
入
用
こ
れ
有
る
べ
く
候
、
何
れ
も
社
倉
利
米

グ
′
戊
ト
.
よ
り
湘
名
刀
い
L
踵
」
4
7
(
く
卜
形
　
ユ
八
一
t
¶
ア
α
.
風
t
m
望
ス
l
J
レ
L
J
オ
ペ

迄
其
の
事
に
掛
り
候
面
々
へ
は
、
相
応
の
骨
折
り
代
相
定
め
置

き
、
是
又
利
米
の
内
よ
り
相
渡
し
申
す
べ
く
侯
様
に
こ
れ
有
る

べ
し
、
朱
子
社
倉
の
記
録
中
に
衰
足
米
相
渡
し
申
す
べ
き
宰
相

.
見
え
侯
俵
、
別
ち
此
の
骨
折
り
代
の
事
に
て
御
座
候

す
な
わ
ち
「
相
応
の
骨
折
り
代
」
を
役
科
と
し
て
と
ら
え
た
の
で
あ

る
。
「
後
年
相
浣
」
の
た
め
に
も
役
科
が
必
要
で
あ
を
と
思
っ
た
の
で
、

周
兵
衛
の
熱
意
は
尋
常
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
藩
の
回
答
は
否
で

あ
っ
た
。
「
社
倉
私
議
」
を
引
き
合
い
に
出
し
て
も
「
兎
角
御
開
き
済

み
遊
ば
さ
れ
ず
」
、
周
兵
衛
は
「
下
方
に
て
仕
組
み
侯
銀
子
に
候
え
共
、

一
端
上
達
致
し
御
上
の
者
と
相
成
り
侯
え
ば
、
則
ち
御
下
げ
銀
に
御
座

候
間
御
開
き
済
み
成
さ
れ
度
、
公
儀
に
於
〆
て
も
御
役
柄
御
相
応
に
悉

く
役
科
こ
れ
有
り
」
と
願
い
出
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
周
兵
衛
の
言
い

方
か
ら
す
れ
ば
、
設
立
準
備
段
階
で
す
で
に
義
倉
の
運
営
は
家
中
の
者

が
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
こ
と
は
「
下

方
の
心
得
は
下
女
の
焚
き
侯
飯
(
=
出
資
銀
)
は
戴
き
給
べ
候
も
の
に

こ
れ
無
く
候
え
共
、
一
旦
神
仏
(
=
御
上
)
　
へ
備
え
御
下
が
り
と
相
成

り
使
え
ば
(
義
倉
運
営
に
あ
た
る
家
中
が
)
口
を
濯
ぎ
頂
戴
仕
り
侯
」

て
も
お
か
し
く
な
い
と
比
喩
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
藩
側
の
同
意
を
得
る
ま
で
に
は
「
御
隙
取
り
」
、
そ
の
後
よ
う

や
く
認
め
ら
れ
た
が
「
又
御
中
絶
に
相
成
り
侯
」
と
二
転
三
転
す
る
も

の
の
、
文
化
元
年
十
一
月
の
.
「
教
法
目
論
見
」
に
「
義
倉
掛
り
年
番
の

御
家
中
役
科
な
り
」
と
し
て
一
貫
三
七
〇
日
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
文
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化
二
年
以
降
の
「
義
倉
勘
定
帳
」
の
支
出
に
も
み
ら
れ
る
か
ら
、
家
中

(
1
5
)

へ
の
役
科
支
払
い
は
最
終
的
に
は
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
周
兵
衛
は
こ
れ
ほ
ど
家
中
へ
の
役
科
に
こ
だ
わ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
運
営
に
か
か
わ
る
者
の
負
担
を
考
慮
す
る
こ
と

が
義
倉
の
永
続
の
た
め
に
有
益
で
あ
る
こ
と
と
考
え
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
ま
た
あ
く
ま
で
も
推
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
周
兵
衛
は
「
社

倉
私
議
」
の
「
社
倉
米
年
々
勘
定
等
の
節
は
、
御
家
中
内
よ
り
改
め
の

人
御
立
ち
合
い
こ
れ
有
る
べ
き
事
に
存
じ
奉
り
侯
、
併
し
其
の
俵
に
付

い
て
は
、
軽
重
に
依
ら
ず
御
役
人
の
内
然
る
べ
か
ら
ず
と
存
じ
奉
り
侯
、

訳
は
社
倉
の
俵
は
民
間
の
為
に
て
、
上
の
御
用
に
て
は
御
座
無
く
侯
」

と
い
う
文
章
に
惹
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
運
営
に
藩
・
家
中

が
関
与
す
る
こ
と
は
も
は
や
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
設
立
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
義
倉
の
帰
属
を
考
え
る
と
、
彼
ら
に

役
科
を
支
払
わ
な
車
と
い
う
事
態
は
文
字
通
り
福
山
藩
の
義
倉
と
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
、
周
兵
衛
は
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
周
兵
衛
不
安
の
背
景
　
文
化
元
年
十
一
月
か
十
二
月
頃
と
思
わ
れ
る

が
、
「
後
年
の
義
党
東
無
し
」
と
思
っ
た
周
兵
衛
は
、
先
の
推
測
と
矛

盾
す
る
よ
う
で
あ
る
が
家
老
並
の
三
浦
遠
江
に
「
発
起
頭
」
と
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
内
願
し
た
。
こ
の
こ
と
を
抑
給
し
た
福
山
藩
の
元
締
高

瀧
宗
兵
衛
に
対
し
、
周
兵
衛
は
「
万
代
不
朽
の
大
業
に
付
き
、
御
歴
々

様
な
ら
で
は
後
年
の
取
用
い
如
何
わ
し
く
と
思
案
」
し
た
か
ら
だ
と
反

論
し
た
。
す
る
と
高
瀧
は
そ
の
こ
と
は
心
配
す
る
な
、
「
宜
し
き
法
と

御
評
決
」
し
、
「
菅
太
伸
に
命
じ
ら
れ
福
府
義
倉
と
御
号
け
」
た
の
で

間
違
い
は
あ
る
ま
い
と
諭
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
周

兵
衛
の
行
動
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
実
は
当

初
は
周
兵
衛
ら
調
達
人
も
当
然
運
営
に
参
加
す
る
つ
も
り
で
い
た
が
、

藩
の
方
で
運
営
す
る
こ
と
が
通
達
さ
れ
、
調
達
人
は
配
当
の
み
受
け
る

と
い
う
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

淳
か
ら
命
名
を
依
頼
さ
れ
た
菅
茶
山
は
、
官
(
藩
)
が
管
理
運
営
す

る
と
い
う
説
明
を
聞
い
て
、
社
倉
で
は
な
く
義
倉
を
撰
ん
だ
の
で
あ
ろ

(
1
6
)

う
。
し
か
し
周
兵
衛
の
考
え
は
違
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

淳
に
は
指
導
を
受
け
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
義
倉
の
帰
属
に
つ
い
て
は
一

種
の
法
人
と
と
ら
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
の
役
科
の
件
も
法

人
が
家
中
に
対
価
と
し
て
役
科
を
支
払
う
こ
と
で
虫
立
を
保
と
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
設
立
前
後
の
こ
の
よ
う
な
用
兵
街
の
行
動

は
、
管
理
運
営
を
め
ぐ
っ
て
淳
と
周
兵
衛
と
の
綱
引
き
が
演
じ
ら
れ
て

い
た
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
発
端
手
続
」
執
筆
の
目
的
　
の
ち
に
周
兵
衛
ら
詞
達
人
も
運
営
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
、
綱
引
き
は
周
兵
衛
ら
の
方
が
掠
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
周
兵
衛
が
「
発
義

▲

1

7

)

手
琵
」
を
書
い
た
理
由
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

血
法
堅
く
相
昆
を
肝
要
と
梱
願
い
度
に
付
き
、
大
銀
調
達
の
魯
正

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

美
も
一
統
御
断
り
申
し
上
げ
侯
義
に
御
座
候
、
諸
国
に
社
食
義
倉

数
々
御
座
候
え
共
、
常
平
倉
始
め
貸
付
の
利
銀
を
取
り
凶
年
の
救
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い
手
当
の
み
に
て
、
平
年
儒
仏
神
三
道
の
教
え
始
め
、
御
当
国
様

の
諸
救
い
御
座
無
く
、
諸
国
無
類
の
様
存
じ
奉
り
侯
、
是
私
の
心

較
砕
き
侯
の
み
に
て
は
御
庄
無
く
、
全
く
田
役
人
枚
方
御
賢
慮
御

厚
く
有
り
迂
き
を
以
て
、
諸
国
寮
扇
の
法
と
成
就
仕
り
侯
(
傍
点
、

成
文
の
ま
ま
)

こ
こ
に
は
「
全
く
何
役
人
柱
方
」
の
「
卸
賢
慮
」
を
称
賛
し
な
が
ら

も
、
傍
点
を
付
し
た
部
分
や
「
御
当
国
枝
の
諸
救
い
御
座
無
く
」
　
(
=

語
の
接
助
も
受
け
ず
)
と
さ
h
ソ
げ
な
く
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
義

倉
が
福
山
語
の
義
倉
で
は
な
く
調
達
人
た
ち
が
運
営
す
る
義
倉
で
あ
る

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
周
兵
衛
が
郡
方
帳
元

で
義
倉
の
担
当
で
あ
っ
た
浜
野
清
治
と
森
彦
助
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

い
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
「
発
端
よ
り
御
役
琵
き
は
御
城
代
様
・

吉
田
桂
の
卸
外
は
御
承
知
遊
ば
さ
れ
ず
故
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

の
ち
に
明
治
二
十
四
年
に
旧
藩
士
た
ち
が
義
倉
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
訴

(。。)

訟
を
起
こ
し
て
い
る
か
ら
、
周
兵
衛
の
心
配
は
決
し
て
杷
憂
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

【注〕

(
1
)

「
義
倉
録
」
二
番
所
収
。

(
2
)

「
財
団
法
人
義
倉
事
績
一
斑
」
(
福
山
市
役
所
、
大
正
十
五
年
)
。
た
だ
し

こ
の
典
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
な
お
本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
石
井
家

は
「
武
右
衛
門
に
至
り
初
め
て
里
正
」
と
な
っ
た
。
武
右
衛
門
は
「
平
素

慈
善
を
旨
と
し
敬
神
尊
仏
の
念
厚
く
、
陰
徳
を
積
む
こ
と
多
し
」
。
ま
た
義

倉
出
資
人
の
一
人
養
嗣
子
粛
(
二
代
R
H
武
右
衛
門
)
も
「
其
の
遺
風
を
承

け
、
其
の
資
性
温
厚
焦
実
に
し
て
勤
倹
克
く
家
を
幹
し
、
常
に
貧
を
賑
わ

し
急
を
救
う
」
　
(
同
前
)
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)
　
唯
.
一
例
外
と
し
て
文
政
十
二
二
八
二
九
)
年
に
設
立
さ
れ
た
秋
田
感

恩
講
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
だ
感
恩
講
は
田
畑
で
は
な
く
知
行
を
買
い
入
れ

た
こ
と
で
、
福
山
義
倉
と
ま
た
異
な
っ
た
特
色
を
み
せ
て
い
る
　
(
田
中
実

r
公
益
法
人
と
公
益
信
託
」
効
草
書
房
、
一
九
八
〇
年
)
。

(
4
)
　
周
兵
衛
と
懇
意
で
あ
っ
た
曹
茶
山
の
康
塾
が
そ
の
経
営
維
持
の
た
め
に

塾
田
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

(
5
)
　
義
倉
出
資
人
。
平
六
は
十
五
歳
で
父
茂
平
治
に
代
わ
っ
て
庄
屋
と
な
っ

た
。
「
平
素
慈
善
公
共
の
こ
と
に
心
を
用
い
、
郷
党
成
な
悦
帰
す
、
享
和
元

年
巨
資
を
投
じ
戸
手
村
の
溝
池
を
修
し
、
羊
水
の
患
い
な
か
ら
し
め
た
り
、

溝
渠
の
延
長
一
里
、
荘
漑
面
積
百
町
歩
に
達
す
」
　
(
「
財
団
法
人
義
倉
事
蹟

一
斑
」
)
　
と
社
会
事
業
に
心
血
を
注
い
だ
9

つ

(
6
)
　
設
立
の
準
備
段
階
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
の
札
座
支
配
人
藤
作

が
如
何
な
る
人
物
か
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
札
座
支
配
人
は
岩
田
屋

も
つ
と
め
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
福
山
城
下
町
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

(
7
)
　
管
屋
　
(
神
野
)
　
利
右
衛
門
と
い
う
城
下
の
商
人
で
、
義
倉
出
資
者
の
一

人
。
「
義
倉
設
立
の
挙
あ
る
や
、
他
の
富
家
の
建
妹
を
議
し
て
邊
巡
す
る
を

惰
り
、
憤
然
起
っ
て
こ
の
挙
を
賛
し
以
て
其
の
設
立
を
し
て
容
易
な
ら
し

め
た
り
」
　
(
「
財
団
法
人
義
倉
事
蹟
一
班
」
)
と
さ
れ
て
い
る
。

(
8
)
　
神
辺
の
大
庄
屋
藤
井
科
助
。
菅
茶
山
の
門
人
で
、
寛
政
十
年
に
は
中
井

竹
山
を
訪
う
て
い
る
。
妻
は
備
中
岡
田
の
三
宅
仙
右
衛
門
の
女
で
あ
り
、
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後
述
す
る
よ
う
に
岡
田
藩
の
浦
池
左
五
郎
か
ら
竹
山
の
「
社
倉
私
議
」
を

借
り
周
兵
衛
に
貸
与
し
た
の
は
、
こ
の
妻
の
縁
故
に
よ
る
も
の
で
あ
る
(
立

石
定
夫
「
福
府
義
倉
」
　
r
福
山
市
立
福
山
城
博
物
館
友
の
会
だ
よ
り
」
　
1
9
・

2
0
号
、
一
九
八
九
・
一
九
九
〇
年
)
。

(
9
)
　
鞘
の
大
坂
崖
(
上
杉
家
)
一
族
は
酒
造
業
な
ど
を
営
む
富
豪
で
あ
っ
た
。

周
兵
衛
が
依
頼
し
た
大
坂
屋
は
分
家
の
宗
三
郎
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
経
済

力
は
本
家
を
凌
い
で
い
た
と
い
わ
れ
る
(
前
掲
立
石
定
夫
「
福
府
義
倉
」
)
。

(
1
0
)
　
こ
の
理
由
に
つ
い
て
、
「
当
時
此
の
如
き
財
団
を
設
く
る
も
其
の
永
続
す

る
や
否
や
の
目
途
も
確
か
な
ら
ず
、
分
配
米
金
の
如
き
も
普
通
貸
借
利
息

に
比
す
れ
ば
、
其
の
三
分
の
一
に
も
足
ら
ざ
り
し
こ
と
等
に
因
り
し
な
ら

ん
」
　
(
「
義
倉
略
誌
」
昭
和
三
年
)
　
と
い
う
指
摘
は
当
を
待
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

(
1
1
)
　
大
戸
直
純
。
木
綿
屋
は
府
中
市
の
代
々
の
名
家
。
天
明
八
年
に
は
府
中

市
で
社
倉
を
つ
く
っ
た
実
続
が
あ
っ
た
。
菅
茶
山
編
r
福
山
志
科
」
　
に
も

「
わ
か
き
よ
り
孝
友
美
行
多
く
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
ヵ

(
1
2
)
　
木
綿
屋
久
三
郎
の
弟
で
、
十
五
歳
の
と
き
城
下
書
津
町
の
津
国
屋
(
福

井
家
)
　
の
養
子
と
な
り
、
二
二
歳
に
は
同
町
の
宿
老
も
務
め
た
　
(
前
掲
畑

中
「
福
山
淳
の
義
倉
に
つ
い
て
」
)
。
.
な
.
お
孫
の
常
一
の
代
の
明
治
十
一
年

に
福
井
家
は
義
倉
か
ら
脱
退
し
た
　
(
「
義
倉
録
」
七
番
)
。

(
1
3
)
　
こ
う
し
て
福
山
か
ら
の
出
資
一
五
〇
貫
目
の
内
訳
は
、
石
井
武
右
街
円

(
粛
)
　
六
〇
貫
目
、
信
開
平
六
三
〇
貫
目
、
苗
屋
利
右
街
門
三
〇
貫
目
、

河
相
周
兵
衛
一
五
貫
目
、
津
国
屋
常
右
街
門
一
〇
貫
目
、
木
綿
屋
久
三
郎

五
貫
目
と
な
っ
た
。
「
義
倉
沿
革
誌
」
　
(
昭
和
四
十
年
)
　
で
は
、
木
綿
屋
・

津
国
屋
兄
弟
の
出
資
に
つ
い
て
は
「
河
相
周
兵
衛
出
資
の
内
を
分
譲
す
」

と
す
る
が
、
確
か
に
周
兵
衛
三
〇
貫
目
の
う
ち
か
ら
一
五
貫
目
を
両
人
に

分
譲
し
た
と
す
る
方
が
自
然
で
あ
り
、
周
兵
衛
の
「
発
端
手
続
」
の
方
が

誤
記
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
1
4
)
　
r
日
本
経
済
大
典
」
第
二
十
三
巻
、
五
六
二
頁
。

(
1
5
)
　
た
だ
し
「
勘
定
帳
」
に
は
、
「
当
丑
年
御
役
所
納
め
、
但
し
定
例
通
り
」

と
あ
る
だ
け
で
、
役
料
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
次
号
で
後
述
す
る
よ
う

に
、
発
足
当
初
は
役
科
と
し
て
は
認
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
高

ヽ
t
 
O
.

..V

(
1
6
)
　
こ
の
「
発
端
手
続
」
で
は
人
名
や
重
要
な
固
有
名
詞
、
あ
る
い
は
強
調

し
て
い
る
文
に
は
傍
点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
「
福
府
轟
倉
」
と
い
う
よ
う

に
義
倉
の
と
こ
ろ
に
し
か
傍
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

周
兵
衛
は
淳
有
を
連
想
さ
せ
る
「
福
府
」
と
い
う
語
を
認
め
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
衣
食
の
史
料
中
、
「
福
府
義
倉
」
と
い
う
記
載
は
「
発
音
手
技
」

の
こ
の
〓
請
と
、
文
政
六
年
の
「
福
府
義
倉
何
倍
銀
積
書
」
　
(
「
義
合
銀
」

一
番
)
だ
け
で
あ
る
。

(
1
7
)
　
用
兵
街
は
こ
の
「
発
端
手
技
」
を
書
い
た
二
年
半
後
の
天
保
四
年
八
月

に
亡
く
な
る
が
、
す
で
に
隠
居
し
て
楚
宝
と
号
し
て
い
た
。

(
1
8
)
　
「
義
倉
財
産
所
有
権
復
旧
訴
訟
書
感
」
　
(
明
治
二
十
四
年
)
な
ど
。

2
「
救
法
目
論
見
」
と
「
義
倉
一
件
伺
書
写
シ
」

こ
こ
で
は
文
化
元
年
十
一
月
の
「
教
法
旦
錮
生
と
、
翌
二
年
十
二

月
の
「
義
倉
l
諒
伺
葦
、
壽
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
目
論
見
」
の
構
造
　
「
教
法
目
論
見
」
は
周
兵
衛
が
各
方
面
で
説
明

を
し
て
、
意
見
を
開
き
な
が
ら
書
き
替
え
て
い
き
、
最
終
的
に
「
中
山

芹
介
様
段
々
御
添
削
成
し
下
さ
れ
侯
」
　
(
「
発
端
手
続
」
)
　
て
完
成
し
た



-　9　-

.
む
し
げ
一
て
ユ
♂
一
り
L
V
心
事
l

」
冒
邪
l
斤
α
.
∠
∃
月
円
山
n
昔
日
扇
睦
♂
.
橋
可
プ
て
J
∂
′
一
ナ
ハ
、
し
!
,
」

に
は
中
井
竹
山
「
社
倉
私
議
」
の
よ
う
な
故
地
の
み
を
め
ざ
し
た
単
純

な
利
息
計
算
で
は
な
く
、
周
兵
衛
が
他
者
の
定
見
を
入
れ
な
が
ら
工
夫

を
こ
ら
し
た
計
酉
書
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
ず
福
山
と
大
坂
五
軒
尾
の
調
達
人
た
ち
が
出
資
す
る
計
三
〇
〇
貫

T
ヱ
目
は
、
「
石
州
鉄
山
払
い
替
え
」
と
す
そ
J
と
と
し
た
。
す
な
わ
ち
福

山
語
が
石
見
大
森
銀
山
か
ら
借
り
入
れ
て
い
た
銃
の
元
利
返
済
に
立
て

替
え
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
「
発
端
手
琵
」
に
は
「
其
の
噴
石
州

銀
山
卸
銀
弐
百
九
拾
弐
貫
目
何
倍
財
に
相
成
り
居
り
侯
分
御
払
い
切
り

に
相
成
り
、
共
の
時
節
は
諸
国
共
に
御
借
用
増
し
に
相
成
り
侯
由
の
処
、

御
当
国
の
分
御
一
手
払
い
切
り
に
相
成
り
侯
故
、
石
州
麦
大
評
判
に
御

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

庄
侯
、
御
入
部
の
御
年
故
別
し
て
大
昔
に
相
成
り
侯
」
(
傍
点
、
原
文

の
ま
ま
)
と
あ
る
よ
う
に
、
淳
の
借
銀
を
一
挙
に
「
払
い
切
」
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
代
償
と
し
て
「
石
州
並
年
壱
割
半
」
の
利
息
に

あ
た
る
鋏
四
五
貫
目
を
「
来
る
丑
年
(
文
化
二
年
)
よ
り
卯
年
(
文
政

二
年
)
迄
拾
五
ヶ
年
の
問
毎
冬
御
下
げ
」
渡
さ
れ
る
こ
と
と
し
、
一
五

年
の
間
に
計
六
七
五
貫
目
を
受
取
り
、
元
銀
三
〇
〇
貫
目
は
「
夫
れ
切

(
-
)

り
に
て
元
銀
は
指
上
げ
切
り
」
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
六
七
五
貫
目
の
使
い
道
の
大
要
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
二
〇
〇

貫
H
を
「
御
城
下
・
輌
津
・
府
中
・
華
永
・
神
辺
等
長
立
ち
侯
者
共
へ

月
壱
歩
の
利
付
」
で
一
年
間
貸
し
付
け
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
利
銀
は

二
四
貫
目
と
な
る
が
、
う
ち
二
〇
貫
目
を
神
社
仏
閣
修
復
粗
を
は
じ
め

と
し
て
「
御
家
中
御
仕
向
銀
」
・
「
儒
官
壱
人
素
読
師
弐
人
御
召
抱
え
」

λ
「
　
匹
醜
剛
〃
Y
適
だ
」
来
つ
タ
で
/
二
U
与
で
ノ
享
ヨ
コ
一
オ
.
ノ
「
4
V
ム
m
H
H
ト
い
L
有
じ
、
一
.
、
L
t
C
I
ノ
L
t
l
」
/
l
　
/
す
事
H

述
)
。
利
息
の
残
る
四
貫
目
は
田
地
世
話
人
役
科
や
田
地
購
入
、
あ
る

い
は
勘
定
欠
損
の
場
合
に
備
え
て
お
く
予
備
費
と
し
た
。
ま
た
残
る
四

七
五
貫
目
は
「
田
地
塩
浜
等
求
む
べ
き
事
」
と
し
た
。
し
か
し
小
作
料

純
益
三
五
〇
石
を
得
る
た
め
に
は
「
算
面
に
て
は
六
拾
貰
余
も
不
足
仕

り
侯
え
共
、
是
は
迫
々
弐
百
貫
目
貸
廻
し
月
壱
歩
利
過
ぎ
出
し
侯
え
ば
、

年
数
積
み
侯
場
に
て
算
用
通
り
」
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
小

作
科
純
益
三
五
〇
石
の
、
ケ
ち
、
一
一
年
目
の
文
化
十
二
年
か
ら
一
〇
〇

石
が
調
達
人
へ
下
げ
渡
さ
れ
、
二
五
〇
石
を
「
窮
民
御
救
い
御
手
当
て

毎
年
御
積
米
」
と
割
り
ふ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
1

し
か
し
毎
年
四
五
貫
目
ず
つ
の
下
げ
渡
し
銀
で
運
営
し
て
い
く
の

で
、
実
際
の
予
算
案
は
麦
1
の
よ
う
に
な
る
。
「
目
論
見
」
の
よ
う
に

貸
付
銀
が
二
〇
〇
貫
目
を
こ
え
る
の
は
文
化
七
年
碁
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
り
、
二
〇
〇
貫
目
を
こ
え
た
七
貰
七
四
八
匁
で
田
地
を
購
入
し
、
文

化
八
年
か
ら
残
り
九
年
間
の
各
四
五
貫
目
は
す
べ
て
田
地
購
入
費
と
し

(
5
)

て
注
ぎ
こ
ま
れ
る
。
な
お
社
会
事
業
費
や
役
科
な
ど
の
行
事
費
等
は
二

〇
貫
目
と
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
こ
の
六
年
間
は
田
地
を
購
入

し
て
い
な
い
の
で
、
「
調
達
人
共
の
内
大
坂
よ
り
壱
人
、
地
方
よ
り
壱

人
ず
つ
年
番
掛
り
相
定
め
、
毎
春
秋
田
地
見
廻
り
仕
る
べ
き
役
料
」
六

〇
〇
日
が
不
要
な
の
で
一
九
貰
四
〇
〇
日
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

下
げ
渡
し
米
銀
と
役
料
　
次
に
「
発
端
手
続
」
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
「
役
科
」
　
の
問
題
と
「
下
げ
渡
し
米
銀
」
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

畑
中
論
文
や
「
広
島
県
史
」
な
ど
に
お
い
て
、
下
げ
渡
し
米
銀
と
役
料
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を
混
同
し
て
い
る
と
い

う
か
明
確
に
区
別
し
て

い
な
い
が
、
両
者
は
本

来
区
別
さ
れ
る
性
格
の

も
の
で
あ
り
、
区
別
し

な
い
と
義
倉
の
歴
史
的

性
格
に
も
せ
ま
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
思
わ
れ

る
。下
げ
渡
し
米
銀
は
出

資
に
対
す
る
配
当
金
で

あ
り
、
役
料
は
勤
務
に

対
し
て
の
義
倉
か
ら
の

給
与
で
あ
る
。
調
達
人

(
出
資
者
)
　
へ
の
配
当

は
毎
.
年
銀
六
貫
目
が

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
米

に
し
て
定
額
一
〇
〇
石

が
支
給
さ
れ
た
。
こ
の

銀
額
六
貫
目
は
ど
こ
か

文化2年から6年間の運営見積り　　　　　　　　　(単位,銀匁)
＼

a 前年度 b 「御下 C 行事 d貸廻し銀 e 利息 計 a =

よ り繰越 げ利 」 費等 (a + b- C) 収入 . ( d + e )

文化 2 年
- 45,(X 沿 19.4∝) 25,600 3,072 28,672

3　 ~ 28.672 45,(X 氾 19.4(沿 別こ2 72 6.512 60,784

4 蘭 .7糾 45.∝X) 19.4∝) 8 6.384 10,366 90.750

. 5 90.750 45.(伽 19 ,4(氾 12 23 50 14,682 137,032

6 137.032 45,(X氾 19 ,4∝) 16 2,632 19,515 182.148

7 182,143 45,∝沿 19.4(泊 20 7.748

注)「教法目論見」による。なお小数点の分以下は切り捨てた。

ら
出
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
教
法
目
論
見
」
に
よ
れ
ば
、
石
見
銀

山
で
の
借
銀
は
借
銀
だ
け
に
限
ら
ず
「
彼
の
地
御
役
人
中
御
付
届
け
」

や
、
「
口
入
人
共
へ
御
会
釈
」
科
の
出
費
が
あ
り
、
ま
た
「
拝
借
人
惣

代
」
が
「
往
返
諸
雑
用
」
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
お
よ
そ
六
某
日
と
な
る

と
い
う
。
こ
れ
を
一
〇
年
間
支
給
さ
れ
、
二
年
目
以
降
は
前
述
の
小

作
料
収
入
か
ら
米
一
〇
〇
石
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た

こ
の
他
に
も
貸
付
銀
の
利
息
収
入
の
う
ち
か
ら
五
貫
目
が
「
調
達
人
共

へ
永
代
下
さ
る
べ
き
分
」
と
し
て
下
げ
渡
さ
れ
た
。
両
者
あ
わ
せ
て
銀

額
に
し
て
〓
貫
目
で
あ
る
か
ら
、
出
資
銀
三
〇
〇
貫
目
の
配
当
率
と

し
て
は
三
・
六
七
%
で
あ
り
、
当
時
の
利
率
か
ら
す
れ
ば
著
し
い
低
率

の
配
当
額
と
い
え
よ
う
。

「
目
論
見
」
に
計
上
さ
れ
た
役
科
に
つ
い
て
は
、
「
義
倉
掛
り
年
番
の

御
家
中
御
役
科
」
が
一
貫
三
七
〇
日
、
「
新
津
世
話
取
壱
人
役
科
」
が

一
〇
〇
日
、
「
田
地
見
廻
り
」
役
科
が
六
〇
〇
H
と
さ
れ
て
い
る
。
問

題
は
義
倉
掛
り
年
番
の
役
科
で
あ
る
。
そ
の
前
に
図
1
を
み
て
い
た
だ

き
た
い
。
文
化
二
年
か
ら
文
化
五
年
ま
で
は
城
下
宿
老
(
岩
田
屋
庄
左

街
門
・
鉄
屋
三
右
街
門
)
一
名
と
大
庄
屋
(
門
田
俵
右
街
円
・
河
相
活

兵
衛
ら
)
　
二
名
が
掛
り
年
番
と
し
て
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
「
御
家
中
役
科
」
と
あ
る
の
で
藩
士
も
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
。

文
化
元
年
十
二
月
に
任
命
さ
れ
た
年
番
掛
り
は
、
郡
奉
行
藤
井
安
左
衛

門
・
代
官
横
井
慶
蔵
・
塑
造
内
功
七
・
都
万
接
元
岡
本
措
兵
衛
・
代

丁
ヱ

官
手
代
神
藤
平
右
街
門
の
五
名
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
長
倉
運
営
に
い
か

に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
詞
達
人
と
義
倉
運

営
の
メ
ン
バ
ー
が
分
註
し
て
出
発
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
官
府

が
こ
れ
を
管
理
」
す
る
義
倉
で
は
当
然
の
こ
と
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

文
化
二
年
十
二
月
に
彼
ら
へ
支
払
わ
れ
た
役
科
を
み
る
と
、
堀
内
勇
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図1義倉成立期の掛り年番

文化2

3

4

5

6

7

3

9

10

11

12

13

14

文改元

2

3

4

5

6

7

8

七
と
岡
本
搭
兵
衛
に
金
三
〇
〇
疋
(
銀
五
〇
・
九
四
九
匁
)
ず
つ
、
神

藤
平
右
衛
門
に
金
二
〇
〇
疋
　
(
銀
三
三
・
九
六
六
匁
)
、
年
番
で
は
な

い
が
「
寺
社
講
釈
の
節
出
役
」
し
た
藩
士
の
矢
守
多
蔵
ら
四
人
に
も
金

二
〇
〇
正
、
大
庄
屋
の
二
名
に
銀
一
〇
枚
(
銀
四
三
八
・
六
匁
)
ず
つ

(
7
)

で
あ
り
、
合
計
一
貫
一
四
八
匁
余
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
銀
は
「
御
家

中
御
役
科
」
一
貫
三
七
〇
日
か
ら
支
払
わ
れ
た
。
し
か
し
郡
奉
行
や
代

官
な
ど
へ
の
役
科
は
み
ら
れ
ず
、
実
務
を
行
う
割
元
や
大
庄
屋
な
ど
へ

支
払
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

一
、
与
三
右
衛
門
殿
仰
せ
渡
さ
れ
侯
は
、
義
倉
初
年
の
処
出
情
取

計
い
大
儀
に
侯
、
尚
此
の
上
永
年
相
続
侯
様
厚
く
申
し
合
い
収

り
計
ら
う
べ
く
候
、
こ
れ
に
依
り
御
褒
美
と
し
て
左
の
通
り
下

し
置
か
れ
侯

一
、
福
府
義
倉
初
年
の
処
出
棺
取
計
い
大
儀
に
侯
、
尚
此
の
上
永

年
相
競
侯
枝
厚
く
申
し
合
い
取
り
払
う
べ
く
侯
、
こ
れ
に
依
り

御
褒
美
と
し
て
目
録
の
通
り
下
し
置
か
れ
侯

右
の
引
用
史
科
の
前
者
は
文
化
二
年
十
二
月
に
割
元
堀
内
勇
七
ら
に

支
払
っ
た
役
科
の
前
文
で
あ
り
、
後
者
は
大
庄
屋
へ
の
前
文
で
あ
る
。

淳
側
に
は
役
科
と
い
う
観
念
は
な
く
「
御
褒
美
」
と
し
て
与
え
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
こ
の
年
だ
け
で
は
な
く
そ
の
後
も
し
ば

ら
く
「
御
褒
美
」
と
い
う
表
現
が
続
く
。
前
節
で
義
倉
発
足
時
に
は
役

科
が
認
め
ら
れ
た
と
述
べ
、
「
其
の
後
漸
く
御
聞
き
済
ま
れ
侯
処
、
又

御
中
絶
に
相
成
り
侯
」
と
い
う
「
発
端
手
続
」
　
の
記
載
を
発
足
前
の
文

化
元
年
の
こ
と
と
先
に
指
摘
し
た
が
、
右
の
引
用
史
料
を
考
慮
す
る
と

発
足
後
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
藩
は
「
御
褒
美
」

と
す
る
こ
と
で
義
倉
の
管
理
・
運
営
権
が
藩
に
あ
る
こ
と
を
暗
に
示
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
義
倉
の
運
営
を
め
ぐ
る
調
達
人
と
の
紺
引
き
は
職

烈
を
き
わ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
文
化
三
年
に
は
掛
り
年
番

で
は
な
い
河
相
周
兵
衛
も
銀
一
〇
枚
を
褒
美
と
し
て
支
給
さ
れ
て
お

(
8
)

り
、
そ
の
心
中
た
る
や
複
雑
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

藩
が
役
科
と
い
う
表
現
を
使
用
し
だ
し
た
の
は
文
化
七
年
の
こ
と
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
は
後
述
す
る
よ
う
に
義
倉
規
則
の
改
訂
が

行
わ
れ
た
年
で
あ
る
が
、
「
御
役
科
」
が
五
貰
二
六
〇
日
と
計
上
さ
れ

(
9
)

て
い
る
。
そ
の
役
科
の
内
訳
を
示
す
と
表
2
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ま
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表2　義倉年番の役科(文化7年)

御席 金10両 60 0匁

御元締 金 5 両 300

輌御奉行 銀 2 枚 8 7.7

町御奉行 金 5 両 300

郡御奉行 金 5 両 300

大御 日付 金 5 両 300

御取締方 銀 5 枚 219.3

御勘定組頭 銀 5 枚　 - 219.3

吟味役 銀 2 枚 8 7.7

御代官 銀 5 枚 219.3

輌御取締 金 1 両 60

御蔵奉行 金 1 両 2 分 90

御元方奉行 銀 2 枚 8 7.7

中番所運上改役 金 2 両 120

御普請奉行 金 1 両 2 分 90

籾軽元 * 金 3 両 180

御徒士 日付 銀 2 枚 8̀ 7.7

雨 脚徒士 日付 金 1 両 60

郡方割元 銀 3 枚 131.6

御取締方下役 金 1 両 60

脚部方帳元 金 3 両 180

御蔵手代 * 金 1 両 60

寺社手代 銀300 日 300

卸 代官手代 金 3 両 180

吟味 役下役 金 3 分 4 5

御元方小奉行 金 3 分 4 5

御 普請小事 行事 金 1 両 60

十人 目付 金 3 分 4 5

大庄屋 * 銀 430匁 430

町方 世話収宿老 銀200 日 200

注)「韮倉一件帳」により作成。なお役職

の書は複数人(おそらく2人)である

ことを示す。

で
は
実
務
を
扱
っ
て
い
た
帳
元
な
ど
へ
し
か
褒
美
銀
は
与
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
元
締
や
各
奉
行
に
も
役
科
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
発
端
手
続
」
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
下
女
の
焚

き
侯
飯
は
戴
き
給
べ
侯
も
の
に
こ
れ
無
く
侯
え
共
、
一
旦
神
仏
へ
備
え

御
下
が
り
と
相
成
り
侯
え
ば
口
を
濯
ぎ
頂
戴
仕
り
侯
」
′
(
傍
点
、
原
文

(用)

の
ま
ま
)
　
と
い
う
比
喩
の
通
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
義
倉
一
件
伺
書
写
シ
」
の
意
味
「
義
倉
一
件
凋
書
写
蛍
は
の
ち

に
付
け
ら
れ
た
表
紙
の
題
名
で
、
も
と
は
「
義
倉
年
中
行
事
伺
書
党
」

で
あ
り
、
河
相
周
兵
衛
が
文
化
二
年
十
二
月
に
義
倉
年
番
で
郡
方
暖
元

の
間
本
膳
兵
衛
へ
　
「
愚
意
恐
れ
乍
伺
い
上
げ
奉
り
侯
」
と
、
義
倉
運
営

に
関
し
て
意
見
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
銀
四
五
貫
目
と
米
一

○
○
石
が
毎
年
下
げ
渡
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
収
行
い
方
」
を
顧

い
出
る
か
た
ち
を
と
っ
て
お
り
、
以
下
、
二
九
ヶ
条
に
わ
た
る
意
見
を

述
べ
て
い
る
。
第
一
条
は
「
諸
向
き
年
々
仕
向
方
の
俵
右
積
り
暖
の
通

り
、
当
時
は
此
の
銀
の
内
よ
り
持
出
し
、
後
年
に
相
成
り
放
て
は
弐
盲

貫
目
の
貸
付
利
銀
よ
り
出
さ
せ
侯
事
」
と
監
論
を
述
べ
、
第
二
粂
以
下

が
各
論
と
な
っ
て
幸
る
∵

l
第
二
条
か
ら
第
五
条
は
、
儒
学
や
医
学
な
ど
へ
の
補
助
を
含
む
社
会

事
業
に
関
す
る
意
見
書
で
あ
る
。
第
六
条
か
ら
第
二
三
条
ま
で
が
貸
付

銀
と
田
畑
購
入
お
よ
び
教
也
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
四
条
か
ら

は
勘
定
帳
の
作
成
な
ど
に
つ
い
て
の
注
文
と
な
っ
て
い
る
。
各
論
の
内

容
に
つ
い
て
は
適
宜
後
述
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
河
相
周
兵
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衛
が
こ
の
意
見
書
を
岡
本
膳
兵
衛
に
提
出
し
た
背
景
に
ふ
れ
て
お
き
た

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
節
で
も
指
摘
し
て
お
り
重
複
す
る
が
、
義

倉
の
運
営
か
ら
排
除
さ
れ
た
周
兵
衛
ら
調
達
人
が
淳
の
義
倉
運
営
に
不

安
を
感
じ
て
お
り
、
実
務
担
当
の
岡
本
に
念
を
押
し
た
も
の
が
こ
の
「
義

倉
一
件
伺
書
」
で
あ
る
。
し
か
も
周
兵
衛
は
岡
本
だ
け
で
は
な
く
、
.
第

二
九
条
に
「
先
だ
っ
て
西
内
字
兵
術
技
へ
.
御
咄
し
書
指
上
げ
侯
粂
々
も

厚
く
釘
考
え
合
い
成
し
下
さ
れ
度
事
」
と
あ
る
か
ら
、
他
の
実
務
者
へ

も
立
見
を
述
べ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
、
右
貸
付
人
頭
毎
冬
御
撰
び
の
節
、
詞
達
人
へ
も
御
相
談
成
し

下
さ
れ
度
事
(
第
七
粂
)

一
、
田
地
塩
浜
等
卸
求
め
の
節
、
直
段
の
押
し
合
い
は
調
達
人
共

へ
も
御
相
談
成
し
下
さ
れ
度
事
(
第
一
〇
粂
)

右
の
ほ
か
に
も
「
毎
年
小
日
記
帳
・
米
銀
勘
定
帳
」
を
調
達
人
に
も

披
露
す
べ
き
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
詞
達
人
と
し
て
義
倉
の
運
営
に
関

し
て
綱
引
き
を
演
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔注〕
(
1
)
　
「
義
倉
録
」
一
番
所
収
。

(
2
)
　
新
市
町
・
信
同
家
文
書
。

(
2
)
　
石
見
銀
山
へ
の
藩
の
借
銀
利
子
を
立
て
替
え
た
事
例
と
し
て
は
、
寛
政

十
年
に
府
中
市
の
豪
商
延
藤
吉
兵
衛
が
「
石
州
行
き
年
鼠
銀
」
と
し
て
銀

五
四
貫
目
を
献
上
し
て
い
る
　
(
延
藤
家
文
書
「
未
正
月
算
用
帳
」
寛
政
十

一年)。

(
4
)
　
三
〇
〇
貫
目
を
年
利
一
五
%
の
一
五
年
朕
で
元
利
返
済
す
る
場
合
は
、

返
済
総
額
が
六
六
〇
貫
目
と
な
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
銀
額
を
目
安
と

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
5
)
　
先
に
田
地
購
入
代
が
六
〇
貫
目
の
不
足
と
な
る
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、

そ
れ
は
残
る
九
年
間
の
下
渡
し
が
計
四
〇
五
貫
H
で
あ
り
、
六
年
め
に
二

〇
〇
貫
目
を
超
過
し
た
人
質
弱
を
加
え
て
も
四
七
五
貫
目
に
は
お
よ
そ
六

〇
貫
余
が
不
足
す
る
こ
と
に
な
る
。

(
6
)
～
(
8
)
　
「
長
倉
一
件
帳
」
。

(
9
)
　
「
義
倉
録
」
一
番
。

(
1
0
)
　
た
だ
し
文
政
六
年
の
「
福
府
義
倉
御
備
銀
積
書
」
(
「
義
倉
録
」
一
番
)

に
お
い
て
、
「
御
役
科
の
俵
も
朱
子
の
常
平
倉
に
無
く
て
は
相
続
せ
ず
と
社

倉
私
議
に
御
座
候
、
厚
く
御
賢
慮
成
し
下
さ
れ
度
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

の
で
、
表
1
の
役
科
の
一
部
が
中
断
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。

(
n
)
　
新
市
町
・
信
同
家
文
書
。

3
義
倉
の
運
営
と
福
山
語

義
倉
貸
銀
の
初
期
の
借
り
手
　
前
節
で
掲
げ
た
表
1
に
よ
れ
ば
、
初

年
度
の
貸
銀
額
は
二
五
貰
六
〇
〇
日
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
儒
学
料
や

医
学
へ
の
仕
向
銀
が
支
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
三
一
貫
八
三
七
匁
余

(
1
)

が
「
当
丑
有
銀
辻
御
貸
付
に
成
る
」
分
と
な
っ
た
。
洋
か
ら
の
銀
四
五

貫
目
は
「
目
論
見
」
　
で
は
「
毎
冬
」
、
「
義
倉
一
件
伺
書
」
　
で
は
「
毎
年

十
一
月
中
」
に
下
げ
渡
さ
れ
る
と
し
て
い
た
が
、
実
際
は
十
二
月
で
、

し
か
も
歳
も
押
し
詰
ま
っ
た
二
十
八
日
頃
に
支
払
わ
れ
た
。
し
た
が
っ

て
初
年
度
と
は
い
い
な
が
ら
、
諸
種
の
経
費
と
調
達
人
た
ち
へ
の
配
当
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米
銀
を
支
払
っ
た
あ
と
の
三
一
貫
八
三
七
匁
余
が
、
貸
銀
に
出
さ
れ
た

の
は
文
化
二
年
の
大
晦
日
前
で
あ
っ
た
。

で
は
こ
れ
ら
の
銀
の
借
り
手
は
誰
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
文
化
二

年
十
二
月
二
十
八
日
、
調
達
人
の
河
相
周
兵
衛
と
帯
屋
利
右
衛
門
が
二

五
貰
六
〇
〇
日
を
月
一
歩
の
利
足
で
預
か
っ
た
。
ま
た
六
貫
四
〇
日
が

「
御
郡
方
御
帳
元
様
御
箪
笥
預
り
」
、
残
る
一
九
七
匁
余
は
義
倉
年
番
掛

り
の
岩
田
屋
庄
左
街
門
が
預
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
無
利
子
で
あ

る
。
翌
正
月
三
十
日
に
は
河
相
周
兵
衛
と
帯
屋
利
右
衛
門
は
元
利
合
わ

せ
て
二
五
貰
八
五
六
匁
を
義
倉
に
返
済
し
た
。
そ
し
て
年
番
掛
り
は
二

月
に
は
城
下
の
商
人
今
津
屋
・
草
戸
屋
ら
四
人
に
五
貫
目
ず
つ
、
安
那

郡
川
北
村
菅
波
武
十
郎
(
神
辺
本
陣
)
　
に
三
貴
六
四
〇
日
、
芦
田
郡
福

田
村
小
野
新
四
郎
(
大
庄
屋
)
　
に
四
貫
目
、
芦
田
部
高
木
相
棒
八
　
(
地

主
)
に
四
貫
目
を
融
資
し
た
。
こ
れ
ら
は
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
一
〇
ケ

月
間
の
融
資
で
あ
り
い
返
済
額
は
元
利
合
わ
せ
て
三
五
貫
七
七
匁
余
に

増
え
た
。
こ
の
文
化
三
年
十
二
月
二
十
八
日
に
は
差
引
勘
定
の
結
果
、

貸
付
額
は
五
八
貫
目
余
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
銀
額
は
す
べ
て
信

間
平
六
・
河
相
周
兵
衛
・
帯
屋
利
右
衛
門
の
三
人
に
一
年
を
通
じ
て
貸

(
2
)

付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
文
化
四
年
十
二
月
も
九
二
貫
目
余
が
平
六
と

周
兵
衛
に
貸
付
け
ら
れ
て
お
り
、
わ
ず
か
に
神
辺
の
藤
井
科
助
が
三
賞

(
3
)

五
〇
〇
日
を
借
り
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
調
達
人
た
ち
が
一
年
を

通
じ
て
融
資
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
義
倉
録
」
で
は
何
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

お
そ
ら
く
積
極
的
に
融
資
を
受
け
よ
う
と
す
る
豪
農
商
が
い
な
か
っ
た

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
義
倉
に
対
し
て
豪
農
商
の
不
信
感
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
借
り
手
が
お
ら
ず
、

や
む
な
く
調
達
人
た
ち
が
責
任
を
感
じ
て
借
り
入
れ
元
利
銀
を
支
払
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

義
倉
財
産
の
没
収
と
調
達
人
の
運
営
参
加
　
文
化
五
年
暮
、
こ
れ
ま

で
「
丑
寅
卯
辰
冬
迄
の
元
利
辻
」
一
三
一
貫
目
余
の
う
ち
、
銀
一
二
一

貫
目
余
を
藩
は
突
然
「
御
口
入
」
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
「
御

除
算
」
　
(
=
無
返
済
)
と
し
、
事
実
上
義
倉
の
銀
を
召
し
上
げ
た
の
で

(
-
)

あ
る
。
ま
さ
に
周
兵
衛
の
不
安
は
的
中
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
と
き

の
藩
側
の
説
明
は
「
義
倉
録
」
に
も
「
義
倉
一
件
較
」
に
も
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
府
中
の
豪
商
・
延
藤
家
が
文
化
五
年
に
二
二
四
貫
目
、
翌

丁
ヱ

六
年
に
八
〇
貫
目
の
献
金
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
淳
財
政
の
都
合
に

よ
る
一
方
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
残
り
の
一
〇
貫
目
と
、
銀
四
五
貫
目
・
米
一
〇
〇
石
の
下

げ
渡
し
米
銀
で
再
出
発
と
な
っ
た
。
元
来
、
文
政
二
年
ま
で
一
五
年
間

下
げ
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
銃
四
五
貫
目
は
、
文
化
六
年
か
ら

一
五
年
間
、
す
な
わ
ち
文
政
六
年
ま
で
下
げ
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

米
一
〇
〇
石
も
文
北
十
l
年
ま
で
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
文
政
元
年
ま

で
支
給
さ
れ
る
こ
と
上
な
っ
た
。
淳
の
方
も
一
応
は
当
初
の
釣
束
を
守

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
と
き
を
と
ら
え
て
周
兵
衛
が
ど
の
よ
う
な
運
動
を
し
た

の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
苛
屋
利
右
街
円
と
河
梱
周
兵
衛
の
二
人
が
詞
達

人
を
代
表
し
て
義
倉
の
運
営
に
参
加
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
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る
.
匝
1
に
一
打
し
た
よ
、
つ
に
.
.
ヌ
有
い
ユ
ハ
年
-
刀
ら
胡
誹
u
迫
l
ハ
二
タ
ト
　
.
ス
庄
↑
厘

二
名
、
城
下
町
宿
老
一
名
の
計
五
名
に
よ
る
義
倉
の
運
営
と
な
っ
た
。

詞
達
人
へ
配
当
と
し
て
払
下
げ
ら
れ
て
い
た
米
一
〇
〇
石
の
最
終
年

度
に
あ
た
る
文
政
元
年
、
河
相
活
兵
衛
(
新
設
出
資
)
・
信
岡
栄
治
・

石
井
武
右
衛
円
・
神
野
利
兵
衛
・
千
田
柑
定
次
広
　
(
新
規
山
資
)
　
の
五

{
`
こ

人
が
二
〇
貫
目
ず
つ
計
一
〇
〇
貫
目
を
出
資
し
た
。
そ
し
て
こ
の
鋏
一

〇
〇
貫
目
は
大
坂
五
軒
屋
に
手
渡
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
大
坂
五

軒
屁
の
山
賀
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
を

「
発
諸
手
読
」
は
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
。

文
政
元
年
大
坂
五
軒
屋
出
銀
古
五
拾
貫
目
を
返
債
の
時
、
五
軒
屋

に
於
い
て
は
庄
中
に
積
り
置
く
銃
を
出
せ
る
も
の
故
利
息
を
要
せ

ず
と
て
、
年
々
義
倉
よ
り
分
配
せ
る
米
銀
を
元
金
返
債
に
計
算
し
、

百
貫
目
に
て
皆
済
と
な
り
た
る

こ
う
し
て
義
倉
は
福
山
城
下
お
よ
び
近
郊
農
村
に
居
を
構
え
る
人
家

の
み
の
出
資
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
図
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
銀
四
五
貫

目
の
下
げ
渡
し
が
終
了
す
る
文
政
六
年
、
大
庄
尾
ら
三
名
の
義
倉
掛
り

年
番
が
廃
止
さ
れ
、
調
達
人
の
う
ち
三
名
が
義
倉
勘
定
掛
り
と
な
っ
て

(
7
)

運
営
の
主
体
を
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
辺
の
事
情
は
記

録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
周
兵
衛
ら
の

粘
り
強
い
意
見
陳
述
と
義
倉
に
対
す
る
熱
意
に
淳
側
が
折
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
畑
中
論
文
を
は
じ
め
、
「
洋
と
結
託
し
て
」
と
い
う

よ
う
な
評
価
が
ま
ま
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
面
的
と
い
わ
ざ
る
を
え

な
い
。
文
政
四
年
、
調
達
人
た
ち
は
「
御
用
に
付
き
此
法
銀
御
借
上
げ

・
.
田
柄
即
も
仙
研
座
僻
、
ス
』
ハ
.
-
1
ロ
㌧
カ
助
頂
は
聖
ノ
＼
細
岡
浸
機
に
仙
憫
鰯
-
把
犀
置
き
成
さ

れ
虔
」
と
、
義
合
銀
の
う
ち
か
ら
口
入
銀
と
し
て
借
り
上
げ
る
こ
と
を

(
。
)

廃
止
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
よ
う
に
、
決
し
て
淳
に
従
属
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
「
万
代
不
朽
」
の
存
続
の
た
め
に
は
い
、
ナ
べ
き
こ
と

は
強
く
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

現
実
的
な
道
営
を
め
ざ
し
て
　
河
相
周
兵
衛
は
「
発
端
手
続
」
に
お

い
て
、
「
貸
付
利
潤
の
義
何
程
利
安
に
御
座
候
て
も
、
別
ち
利
を
取
り

侯
に
て
教
法
の
意
に
叶
い
申
さ
ず
」
と
、
貸
銀
利
息
に
よ
る
薗
倉
の
運

営
を
本
当
は
適
切
で
な
い
と
考
え
て
い
た
。
で
.
は
何
が
理
想
的
で
あ
る

か
と
い
え
ば
、
「
御
当
国
の
義
田
地
地
子
米
を
元
と
い
た
し
侯
義
、
是

は
其
の
年
々
地
所
よ
り
産
出
、
別
ち
地
子
米
に
て
何
卒
往
々
田
地
の
み

に
て
諸
救
い
足
り
侯
様
仕
り
度
」
と
、
小
作
料
に
よ
る
義
倉
運
営
を
理

想
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
、
貸
付
方
は
在
町
覇
有
福
の
も
の
共
御
撰
び
、
毎
年
入
替
え
十

一
月
中
に
御
貸
渡
し
、
十
二
月
よ
り
月
壱
歩
の
利
付
、
翌
年
十

一
月
廿
五
日
切
に
元
利
返
済
、
尤
も
掛
屋
へ
納
め
仕
ら
す
事

但
し
、
貸
付
と
申
す
は
こ
れ
無
く
、
有
福
の
も
の
撰
び
立

て
預
け
銀
と
申
す
に
御
座
候
え
ば
、
若
し
哉
預
け
主
身
代

不
評
判
も
こ
れ
有
り
候
節
、
途
中
に
も
引
き
上
げ
預
け
替

(
ヱ

え
申
す
べ
き
事

右
は
義
倉
発
足
に
あ
た
っ
て
周
兵
衛
が
間
本
膳
兵
衛
に
申
し
入
れ
た

一
か
条
で
あ
る
。
周
兵
衛
が
貸
付
銀
で
は
な
く
「
有
福
の
も
の
」
へ
の

預
け
銀
で
あ
る
と
力
説
し
て
い
る
の
も
、
貸
付
に
よ
る
利
息
で
義
倉
の
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運
営
を
す
る
こ
と
が
「
教
法
の
意
に
叶
い
申
さ
ず
」
と
認
識
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
有
福
」
　
の
者
へ
の
預
け

銀
は
当
初
は
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
。
貸
付
銀
に
つ
い
て
は
次
章
一

節
で
詳
述
す
る
が
、
調
達
人
以
外
の
者
が
預
け
銀
を
受
け
入
れ
だ
し
た

(
1
0
)

の
は
文
化
七
年
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
周
兵
衛
ら
の
認
識
は
理
想
的

認
識
と
し
て
、
実
際
に
は
現
実
の
社
会
に
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
文
政
年
間
に
入
る
頃
よ
り
「
有
福
の
も
の
」
で
な
い
者
に
も

融
資
を
開
始
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
貸
付
利
銀
・
田
徳
地
利
米
」

に
つ
い
て
も
、
「
一
方
欠
け
候
て
も
一
方
に
て
事
済
み
侯
様
仕
置
き
度
」
′

と
し
、
「
残
ら
ず
田
徳
に
致
し
然
る
べ
く
申
す
人
も
御
座
候
え
共
、
一

円
に
凶
作
も
計
り
難
く
」
と
貸
付
銀
の
利
息
収
入
に
も
重
き
を
お
く
よ

(〓】

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
「
貸
銀
の
俵
も
世
の
中
融
通
に
御
座
使
え
ば
無

く
て
は
事
欠
け
に
侯
、
貧
福
共
に
世
の
道
具
に
御
座
候
」
と
付
け
加
え

(
1
2
)

て
い
る
ヰ
っ
に
、
資
金
融
通
が
地
域
社
会
の
経
済
活
動
に
必
要
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
、
義
倉
の
運
営
に
あ
た
ろ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

元
銀
払
い
揚
げ
は
期
月
に
拘
わ
ら
ず
拝
借
人
勝
手
次
第
、
居
借
り

願
い
出
の
分
は
元
銀
の
内
壱
割
宛
元
入
れ
、
年
々
に
目
立
た
ず
払

い
済
ま
せ
、
.
拝
借
方
勝
手
能
く
取
計
い
来
り
居
り
申
し
侯
、
以
後

永
年
同
断
と
存
じ
奉
り
侯
、
然
り
乍
ら
不
将
こ
れ
有
る
節
は
御
礼

し
質
地
取
り
上
げ
、
村
役
人
へ
引
き
受
け
売
り
立
て
さ
せ
、
拝
借

銀
元
利
不
足
な
く
勘
定
相
立
つ
べ
く
俵
は
兼
て
厳
重
に
御
取
計
い

成
さ
れ
皮
、
寛
か
な
れ
ば
慈
悲
ら
し
く
侯
え
共
、
下
方
怠
け
癖
付

(
1
3
)

き
侯
ゆ
え
却
っ
て
不
慈
悲
と
罷
り
成
り
候

そ
の
際
、
右
に
示
し
た
よ
う
に
、
義
倉
の
調
達
人
た
ち
は
決
し
て
世

に
お
も
ね
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ま
で
年
末
に
元
利
共
に
返
済

さ
せ
て
い
た
の
を
改
め
、
元
利
の
年
賦
返
済
を
導
入
し
て
借
銀
者
の
負

担
の
軽
減
を
は
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の
取
立
て
は
厳
重
に
行
う
旨
を
徹

底
し
ょ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

【注〕
(
1
)
　
「
義
倉
勘
定
帳
」
　
(
文
化
二
年
)
。

(
2
)
　
「
義
倉
銀
御
貸
付
年
々
控
」
　
(
文
化
二
年
)
。

(
2
)
　
「
義
倉
銀
御
貸
付
帳
」
　
(
文
化
四
年
)
。

(
4
)
　
「
義
倉
辰
年
迄
之
有
銀
巳
冬
勘
定
擴
」
　
(
文
化
六
年
)
。

(
5
)
　
府
中
市
・
延
藤
家
文
書
「
切
口
入
銀
之
党
」
　
(
年
不
詳
)
。

(
6
)
　
「
出
資
二
閑
ス
ル
重
要
書
」
　
(
文
化
十
五
年
)
。
河
梱
活
兵
衛
は
周
兵
衛
の

姉
の
子
で
、
定
次
郎
は
周
兵
衛
の
娘
婿
で
、
尾
道
の
葛
西
家
(
泉
屋
)
　
か

ら
養
子
と
し
て
入
り
科
兵
衛
と
名
乗
っ
た
。
な
お
河
梱
家
は
周
兵
衛
の
家

を
「
間
河
相
」
と
林
し
、
活
兵
衛
の
家
を
「
吉
永
河
相
」
、
科
兵
衛
の
家
を

「
宮
本
河
梱
」
と
林
し
た
。
信
岡
栄
治
は
平
六
の
子
で
、
神
野
利
兵
衛
は

利
右
衛
門
の
子
で
あ
る
』
ま
た
こ
の
と
き
三
〇
貫
目
を
福
山
大
川
の
掘
り

按
え
㌍
用
と
し
て
淳
に
里
上
し
た
。

(
7
)
　
安
政
二
年
か
ら
は
四
名
と
な
っ
た
。

(
8
)
　
(
1
3
)
　
「
義
倉
行
事
願
文
」
　
(
文
政
四
年
)
。

(
9
)
　
「
義
倉
一
件
伺
書
写
シ
」
(
文
化
二
年
)
。

(
1
0
)
　
「
義
倉
銀
御
貸
付
帳
」
　
(
文
化
七
年
)
。
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(
n
)
こ
れ
は
こ
の
文
政
六
年
が
明
和
七
(
一
七
七
.
9
年
以
来
の
大
凶
作
で
、

義
倉
田
の
小
作
科
収
入
が
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
。

(
ほ
)
　
「
福
府
長
倉
御
得
見
積
書
」
(
「
義
介
立
」
一
番
)
。
一

十

芸
備
地
方
史
研
究
会
会
則

一
、
本
会
は
芸
備
地
方
史
研
究
会
と
称
す
る
。

二
、
本
会
は
広
島
県
を
中
心
に
広
く
地
方
史
研
究
へ
の
関
心
と
興
味
と
を

有
す
る
人
々
の
相
互
連
絡
の
機
関
た
る
こ
と
を
以
て
そ
の
目
的
と
す

る
。

三
、
本
会
は
次
の
事
業
を
行
う
。

1
、
会
誌
「
芸
備
地
方
史
研
究
」
の
発
行

2
、
研
究
会
、
講
演
会
、
昇
地
見
学
等
の
開
催

3
、
地
方
史
関
係
の
史
科
集
の
公
刊

4
、
そ
の
他

四
、
本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
も
の
は
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
会

員
は
年
研
三
〇
〇
〇
円
の
会
費
を
お
さ
め
、
会
誌
の
配
布
を
受
け
る
。

五
、
本
会
は
総
会
を
年
一
回
以
上
開
く
も
の
と
す
る
。

六
、
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

会

長

一

名

監
事
　
二
名

委
月
　
若
干
名

但
し
そ
の
任
期
は
ニ
ヶ
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

七
、
会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
総
会
に
お
い
て
会
月
中
よ
り
選
出
す
る
。

八
、
監
事
は
会
計
監
査
を
行
う
も
の
と
し
、
総
会
に
お
い
て
会
月
中
よ
り

選
出
す
る
。

九
、
委
月
は
委
員
会
を
組
試
し
て
本
会
の
運
営
に
当
り
、
総
会
に
お
い
て

会
員
中
よ
り
選
出
す
る
。

十
、
本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
一
日
よ
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す

る
。

一
、
会
則
の
変
更
は
総
会
に
お
い
て
行
う
。

付
則
、
本
会
の
事
務
局
は
東
広
島
市
鏡
山
一
丁
目
ニ
ー
三

広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

(
二
〇
〇
二
年
七
月
二
八
日
改
訂
)

tosho-seibi-repo
長方形




